
第31 回総 会〕 被　服　115

B－33 衣服善用時の廠目応力分布(  第3 報 ）

一 洋服着用時の縫目分布一一一
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目的　 洋服は和服と異な り, 体型にフィットしたi茸成を行う場を が多I) 。しT乙びって，動

作時に縫目に加わる力作大さく ，ほつれ辱-£生じやすいｲ溺向作ある。そこで本報では，基

本的なブラウスとスラックスおよびそれ引こ歳当公ゆとり量-s:符瓦亡た場合について着用

時の鬼*日応力を定量哨 に把復 し，最Ms: 縫製r条件蓋見と已す目的 で研艶怠行った。

方法　勿虻栓着は, 標弗ｲ本型の女子をモデルとして之らv ＼，その体｡型にあ っ仁基本的なブ

ラウ スとスラックスぷよひヽ適 当な ゆとりｔ 持翫世祗場合の2 種類の服怠製作し着用実験'^

行-つた。ブラウスの希砂はブa  ―ド干織（ 綿 佃O％60 岳 ）,スラックスの素紋はカシミヤ変

化爾と（ 穴リエステル100 %）･£用い，平面裁断（ ドレメ式布図渚 ）怠行円縫製した。基本動

作は両上肢前挙上挙・両上敗側挙水平交差等8 動作を採用した 。すべて（財逢目線について

縫1日の応力は第1 報と同様 ひずみサージ"£用いて瀞随 し箆。

結果 縫 目に加わる力は基本動 作により文き＜変化し ，まTヒ～避 の動 作の過程によって

も各縫E:回ごとに特報のある動的応力変化を示しre 。基本服 にお いて悟に文彦な力の加わる

部公ば，経馬色上主赦して縫製している場所 とぼぼ 一致 した 。すな わちづう ウスでにIそで付

縫 目樫 の背巾轍あTこりで両腕-^ 交差し化際豹l^Q 訪‰ ，またスラックスではじ ツヽフライン

-ten 脇縫目線と月・ヒ羅｡目縁に約5003;ツcm（r)応力が力口わって為り最高値怠永した 。また斂当

な ゆとりをもた亡唸服では応力芦極端 に纒･卜し，ゆとり量が縫目応力に 訊た交る影 響は非

常に文きいことが確証された。こ れらの結果力
，
らゆとり量に廿応し� 縫目（n最高縫製 条件

炉あることがわかっと 。

B－34   ミレソ桃匁の研良 一～一上下糸張力と楳い目強度の関係 一
広島大隊校教育　　．凍原敏子

目　 的

ミう ン贋､ 、目 の強度の研 砥7ヽヽほ　豺 目の大 さご 余の太､^, 蝉い目の方句. 糞､、方 の種

頻の研兄報告 ダケされていろがし ミシン-r)!二下系張か れえﾉ王．墜 りあ の高重T どミシ ン

の莱休設吏Y の関係きし菌 べ大 挙萱は.h まりみい ヽ.-  ぜこご　本厠 象は 、ミシンif) 上･r系

張力^ 統い目の強?  との関係 亙丿肝 い こすベ＜実験 左試､々 ≒

方　 玉

シンがーミンx-27ｱ び趾 を用ヽヽ If  え瓜l回 路 影　 圧リ£ の高i   0才あやし　 回杯丿 度 約

荷で/・in　 ミうン研 心x ／ *／I.   計目^ リc 似y. レ 上下ご系帯 張カを　 冷一灯影 ／3九

B - 2D0f ■ 2ろ-f ,    C一冨叩 了叩i いすれで丿二下唇の力ヽ≪･} 刀めいか掌どぺ

７い状鴛､） 僕ヽヽ糸ぼ了､一カタン糸 ’6 0イ ーカタン乖^ 即. 試布ぼ擲/ 仔 ％r ロード 暑

卯　X- ダ 料き痍凱　 ぎ 瞼・魂類孔　 ／. 引張りズ軋　?  廠寿載験　 ３　摩 耗教験の

3-履鰯．

酵　菜

／　引罹り試験　 了・ 系を使 用しrご場か の強庚 は　A< βンc  r呵音丿 自 丁vヽヽ .　イカホ

便用ハ場ふの強度は　A  ハB  >  じ･マりAB 貳 こぼ有奢V  葺が^' ^ い り に 怖:  ほ原茸^S 差グ熹

ろとIfいえ７い、
2.　柚瘤試験　 ア　イの系it 印 とい こ　A 7  が7  ごT 易^.

,3　ﾉ摯耗試T験　 て　4   ・5?'- 憬阿いf t   ，≒A    B  < ̂部I' あまり粕^  みり し7" へ




